
　
既
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
公
立
大
学
で
、

２
０
２
５
年
度
大
学
入
試
の
入
試
科
目
が
公

表
さ
れ
て
お
り
、
国
立
大
学
で
は
96
％
の
募

集
単
位
が
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、

共
通
テ
ス
ト
）
で
「
情
報
Ⅰ
」
を
必
須
で
課

す
予
定
だ
。
情
報
の
配
点
ま
で
公
表
し
て
い

る
国
公
立
大
学
６
５
３
募
集
単
位
（
23
年
６

月
９
日
現
在
）
を
見
る
と
、
共
通
テ
ス
ト
の

合
計
配
点
に
占
め
る
情
報
の
配
点
割
合
で
最

も
多
い
の
は
６
～
10
％
で
、
約
半
数
に
上
る

（
図
1
）。
配
点
割
合
10
％
は
、
一
般
的
な
地

理
歴
史
・
公
民
や
理
科
と
同
様
の
ウ
エ
ー
ト

で
あ
り
、
軽
視
で
き
な
い
配
点
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
へ
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
実
に
8
割
の
教
師
が
自
校
の
「
情
報

Ⅰ
」
の
授
業
に
課
題
を
感
じ
て
お
り
、
最
も

多
く
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
「
共
通

テ
ス
ト
対
応
」
だ
（
図
２
）。
授
業
の
中
で
、

共
通
テ
ス
ト
へ
の
対
応
力
を
い
か
に
し
て
養

う
か
、
現
場
は
苦
慮
し
て
い
る
。「
情
報
Ⅰ
」

を
１
年
次
の
履
修
に
し
て
い
る
学
校
に
と
っ

て
は
、
既
に
履
修
が
終
わ
っ
た
現
２
年
生
に

対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
を

行
っ
て
い
く
の
か
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、「
情
報
Ⅰ
」

の
学
習
内
容
の
定
着
状
況
の
分
析
結
果
か
ら

現
場
の
課
題
感
を
解
き
明
か
し
て
い
っ
た
。

Q 具体的に課題に感じていること（上位４項目）
共通テスト対応

教師の経験・知識不足

指導内容の増加、年間計画

専任教師の不足

200（件）150100500

201

139

113

103

Q 「情報Ⅰ」の授業に対して課題を感じているか

感じている
（％）

80 6 14

感じていない
担当ではないので分からない／履修学年ではない

配点割合 6～10%
（％）

50 16 4

配点割合11～15％

30

配点割合1～5％
配点割合16% 以上

共通テストの配点が小さくない情報の指導に、現場は課題感

共通テストにおける情報の配点割合（国公立大学の一般選抜）

※共通テストの「情報Ⅰ」を必須で課し、該当情報の公表が確認された653募集単位を分析（大学・学部・学科・
日程・方式）。
※情報を「点数化しない」と公表した徳島大学、「出願資格やボーダーライン上でのみ加味」とした高知大学
などの募集単位は集計対象外。

※本セミナーの事前アンケートに回答した268人の集計結果。複数回答。

 「情報Ⅰ」の指導における課題

図１

図２

新
課
程
２
年
目
「
情
報
Ⅰ
」の

授
業
実
践
と
入
試
対
応
を
考
え
る

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
は
２
０
２
３
年
５
月
、
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
「
新
課
程
2
年
目
『
情
報
Ⅰ
』
の
授
業
実
践
と
入
試
対
応
を
考
え
る
」
を
開
催
し
た
。

「
情
報
Ⅰ
」
に
関
す
る
指
導
上
の
課
題
を
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
情
報
Ⅰ
」
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
Ｐ
プ
ラ
ス
」
の
受
検
結
果
か
ら
分
析
し
、
そ
の
課
題
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
け
ば
よ
い
の
か
を
、
実
践
例
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

「
情
報
Ⅰ
」
に
関
す
る

学
校
現
場
の
課
題

８
割
の
教
師
が
「
情
報
Ⅰ
」の
指
導
に
課
題
感

セミナーレポート
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本
セ
ミ
ナ
ー
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、情
報
担
当
の
多
く
の
教
師
が
、自
校
の

「
情
報
Ⅰ
」の
授
業
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
課
題
感
は
何
に
起
因

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

「
情
報
Ⅰ
」
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
デ
ー

タ
か
ら
見
え
る
、
生
徒
の
学
習
内
容
の
定
着

状
況
か
ら
、
そ
の
原
因
を
探
っ
た
。

　
分
析
に
用
い
た
の
は
、
22
年
度
に
全
国

の
高
校
生
が
受
検
し
た
、「
情
報
Ⅰ
」
を
出

題
範
囲
と
す
る
ベ
ネ
ッ
セ
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
「
Ｐ
プ
ラ
ス
」
の
結
果
だ
。
そ
れ
を
基
に
、

生
徒
の
「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
内
容
の
定
着
状

況
を
確
認
す
る
と
、
学
習
項
目
間
の
正
答
率

に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
た
（
図
３
）。
正
答

率
が
低
か
っ
た
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
仕

組
み
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
分
野
だ
。

　
公
表
さ
れ
た
試
作
問
題
を
踏
ま
え
る
と
、

25
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
で
出
題
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
「
３
章
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」（
試
作
問
題
で
の
配
点

は
１
０
０
点
満
点
中
46
点
）、「
４
章
　

情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用
」（
同

31
点
）
の
正
答
率
が
低
い
こ
と
は
、
看
過
で

き
な
い
課
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

１章　課題発見・解決の方法
１章　情報モラル・セキュリティ

２章　メディアの特性・情報デザイン
３章　コンピュータの仕組み

３章　アルゴリズム・コーディング
３章　モデル化とシミュレーション

４章　ネットワーク
４章　データベース
４章　データの活用

（％）0 20 40 60 80

全体平均
正答率

44.9%

63.1
70.7

46.2
35.3

38.6
49.5

24.6
38.1
38.4

受検結果から見えてきた定着が不十分な分野

「Ｐプラス」の結果概要

コンピュータの仕組みに関する知識問題

解答

※2022年度。全国3,091人の受検結果より。
※章は共通テストの出題に対応。

特に正答率の低かった「Ｐプラス」の問題例
　「Ｐプラス」では、知識問題を約３
割、思考問題を約７割出題しており、
正答率は知識問題の方が低い傾向に
あった。正答率の低い問題の１つが、
右図の問題だ。コンピュータの主記
憶装置と補助記憶装置の特徴を分類
する問題で、正答率は10.7％にとど
まった。
　この問題は基本的な知識問題であ
るが、裏を返せば知識がなければ解
くことはできない。そのため、正答
率が低い要因としては、そもそも授
業で扱われたのかどうか、授業で扱っ
た場合は、その内容が定着していた
かどうかが、正答率に大きく影響し
たと言える。限られた授業時数の中
で、共通テストで求められる内容を
扱い、知識を定着させることは想定
以上に難しいことなのかもしれない。

正答率

10.7%

図３

「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
内
容
の

定
着
状
況
の
分
析
結
果

共
通
テ
ス
ト
で
の
重
要
分
野
の
定
着
が
不
十
分

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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正
答
率
の
低
か
っ
た
問
題
を
見
た
上
で
、

な
ぜ
生
徒
は
そ
う
し
た
問
題
が
解
け
な
か
っ

た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
授
業
を
行
え
ば
そ
う

し
た
問
題
が
解
け
た
の
か
を
、
本
セ
ミ
ナ
ー

で
は
考
察
し
た
。

　
授
業
で
扱
っ
た
内
容
を
生
徒
に
定
着
さ
せ

る
た
め
に
は
、
授
業
の
中
で
様
々
な
問
題
を

解
く
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
に
お
け
る
問

題
解
決
の
場
面
で
、
授
業
で
学
ん
だ
知
識
を

活
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
、

思
考
力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
を
解
く
た
め
に

は
、
知
識
を
生
か
し
て
試
行
錯
誤
す
る
経
験

が
必
要
で
あ
る
。
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
動

か
し
、
想
定
し
て
い
た
変
数
が
代
入
さ
れ
な

い
と
い
っ
た
経
験
を
通
じ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ト
レ
ー
ス
す
る
力
が
身
に
つ
い
て
い
く
か

ら
だ
。

　「
情
報
Ⅰ
」
の
授
業
に
対
し
て
指
導
上
の

課
題
を
感
じ
て
い
る
教
師
が
多
い
原
因
は
、

学
習
内
容
の
定
着
を
促
す
上
で
欠
か
せ
な

い
、
知
識
を
活
用
す
る
経
験
を
、
授
業
の
中

に
う
ま
く
盛
り
込
め
て
い
な
い
点
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
知
識
を
活
用
す
る
経
験
を
生
徒
に
積
ま
せ

る
た
め
に
は
、「
座
学
と
実
習
の
バ
ラ
ン
ス
」

が
重
要
で
あ
る
。
基
本
的
な
知
識
を
学
ん
だ

ら
、
実
習
を
通
し
て
知
識
を
定
着
さ
せ
、
思

考
力
や
問
題
解
決
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
は
、
共
通
テ
ス
ト
対
策
と
し
て
も
必
要
だ
。

　
限
ら
れ
た
授
業
時
数
の
中
、
基
礎
知
識
を

身
に
つ
け
さ
せ
た
上
で
実
習
を
行
う
た
め

に
、
神
奈
川
県
・
私
立
神
奈
川
大
学
附
属
中
・

高
校
で
は
、
外
部
教
材
を
活
用
し
た
家
庭
学

習
で
基
礎
知
識
を
整
理
さ
せ
て
い
る
。
授
業

で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
双
方
向
の

や
り
取
り
を
通
じ
て
知
識
を
定
着
さ
せ
、
思

考
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
あ
る
高
校
で
行
わ
れ
た
、「
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
の
分
析
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
２

コ
マ
の
授
業
に
お
け
る
、
知
識
の
習
得
と
小

規
模
の
実
習
を
散
り
ば
め
た
展
開
も
、
座
学

と
実
習
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
上
で
参
考
に

な
る
。
具
体
的
に
は
、
１
コ
マ
目
で
、
形
態

素
解
析
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
分
析
に

利
用
さ
れ
る
技
術
や
用
語
に
つ
い
て
解
説
し

（
知
識
の
習
得
）、
２
コ
マ
目
で
は
、
新
聞
記

事
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
実
習

に
取
り
組
む
と
い
う
展
開
だ
。
す
べ
て
の
学

習
内
容
を
関
連
さ
せ
た
実
習
を
盛
り
込
む
こ

と
は
、時
間
的
に
も
難
し
い
。
そ
こ
で
、デ
ー

タ
を
活
用
し
た
問
題
解
決
の
流
れ
の
中
で

も
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
工
程
が
、
自
校
の
生
徒
に

と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
実
習

に
取
り
入
れ
た
（
図
４
）。

　
各
単
元
に
お
い
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

実
習
を
組
み
込
ん
で
い
く
の
か
、
生
徒
の
実

態
を
踏
ま
え
た
単
元
ご
と
の
授
業
デ
ザ
イ
ン

が
重
要
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

※ある高校の「テキストデータの分析の授業の流れ」を基に、編集部で作成。

単元のキーとなる内容を厳選して実習を行う

データを活用した問題解決の流れ図４

❶問題を見つけ、データを活用した解決方法を検討する

❷求めるデータを明確にして、それを収集する方法を検討
する

❸データを収集し、分析できる形式に処理する

❹ソフトウェアなどを活用してデータを分析する

❺分析結果を解釈し、問題解決につながる提案をしたり、
新たな問題を見いだしたりする

●❶〜●❺に関する実習を
すべて行うのは難しいた
め、キーとなる●❹に関す
る実習のみを行い、●❶
●❷●❸●❺は、軽く説明する
だけでイメージを持てる
ようにする

そ
の
1

知
識
を
活
用
す
る
経
験
を

授
業
の
中
に
い
か
に
盛
り
込
む
か

限
ら
れ
た
授
業
時
数
の
中
で

効
果
的
に
実
習
を
配
置

実
践
例
か
ら
考
え
る
入
試
対
応
　

単
元
ご
と
の
授
業
デ
ザ
イ
ン

キ
ー
ワ
ー
ド 

● 

座
学
と
実
習
の
バ
ラ
ン
ス
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本
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
勤
務
校
の
約
６
割

が
、
１
年
次
に
「
情
報
Ⅰ
」
を
履
修
さ
せ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
25
年
度
大
学
入
試
に
向

け
て
は
、
1
年
次
に
学
習
し
た
内
容
を
い
か

に
定
着
さ
せ
る
か
も
重
要
な
課
題
だ
。

　
あ
る
高
校
で
は
、
外
部
教
材
を
活
用
し
て
、

週
末
と
長
期
休
業
中
に
課
題
を
与
え
る
こ
と

で
、
生
徒
が
家
庭
で
「
情
報
Ⅰ
」
を
継
続
的

に
学
習
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。
生

徒
の
つ
ま
ず
き
が
特
に
見
ら
れ
た
単
元
を
抜

粋
し
、
そ
の
単
元
に
つ
い
て
の
１
回
約
10
分

の
講
義
動
画
の
視
聴
と
確
認
問
題
の
実
施
に

よ
っ
て
、
生
徒
に
負
担
を
か
け
過
ぎ
る
こ
と

な
く
、「
情
報
Ⅰ
」
の
復
習
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
２
年
次
１
学
期
は
１
年
次
の
学
習
内

容
の
復
習
、
2
学
期
は
共
通
テ
ス
ト
に
向
け

た
基
礎
的
な
内
容
の
演
習
、
そ
し
て
冬
季
休

業
以
降
は
2
月
の
共
通
テ
ス
ト
の
模
擬
試
験

に
向
け
た
対
策
及
び
復
習
と
、
大
き
な
指
導

の
流
れ
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
し

た
い
。

　
別
の
高
校
で
は
、
２
年
次
の
長
期
休
業
明

け
の
校
内
実
力
考
査
に
お
い
て
、
履
修
済
み

の
「
情
報
Ⅰ
」
を
出
題
す
る
と
い
う
。
夏
季
、

冬
季
、
春
季
休
業
明
け
の
３
回
の
校
内
実
力

考
査
に
お
い
て
、「
情
報
Ⅰ
」
の
１
年
次
の

学
習
内
容
の
定
着
状
況
を
測
定
し
、
３
年
次

の
受
験
指
導
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。
な

お
、
３
回
の
校
内
実
力
考
査
の
う
ち
１
回
を

「
Ｐ
プ
ラ
ス
」
の
受
検
に
す
る
こ
と
で
、
全

国
基
準
で
学
習
内
容
の
定
着
状
況
を
把
握
す

る
予
定
だ
。

　
生
徒
が
「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
学
習
内
容
の

定
着
状
況
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
、

３
年
次
の
指
導
の
成
否
の
鍵
を
握
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

そ
の
2

家
庭
学
習
や
校
内
実
力
考
査
を

活
用
し
、
学
び
を
継
続
さ
せ
る

実
践
例
か
ら
考
え
る
入
試
対
応

　

2023年度第１回「情報Ⅰ」ウェブセミナー　新課程２年目「情報Ⅰ」の授業実践と入試対応を考える

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/article/20230601_
jugyojissen/index.html

「情報Ⅰ」の指導上の課題や入試対応のポイントを、全国の学校の実践例とともに解説！　ぜひご覧ください。

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程への対応＞教科「情報」からアクセス

h t t p s :// b h s o . b e n e s s e . n e . j p/ h s _ o n l i n e /s i d o u /s h i n k a t e i / j o h o/

授
業
時
間
外
の
学
習
の
充
実

キ
ー
ワ
ー
ド 
● 
環
境
づ
く
り
と
伴
走

今回のウェブセミナーのPoint
共通テストを見据え、自校の生徒の学習上の課題を把握することが重要に。 
実習を効果的に配置した授業デザインと、家庭学習などの授業時間外の学習の充
実が、学習内容の定着の鍵を握る。

本セミナーで課題の分析に活用した、「情報Ⅰ」対応の CBT形式アセスメント「Ｐプラス」の詳
細は、右の 2 次元コードまたは下記 URL からご覧ください。 

 https://www.p-pras.com/basic/ または Pスタディ・Pプラス 検索

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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